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講演題目 

薬学を専門とする臨床検査技師を静岡県から輩出する取組 

研究の目的、成果及び今後の展望 
本研究は、国が掲げる「医療職におけるタスク・シフト／シェア」の一環として、昨年度から始まっ

た新カリキュラムによる臨床検査技師養成教育の改革に対応し、臨床検査技師を持続的に輩出する基

盤を確立して、地域医療に貢献することを目的とする。 

 本学薬学部は、いくつかの授業の単位を取得することにより、臨床検査技師国家試験受験資格が得

られる科目承認校である。この度、日本の医療体制の現況および労働基準法改正から始まったタスク・

シフト／シェア政策の一環として、令和４年度入学者から、臨床検査技師養成カリキュラムが大幅に

変更となった。この新カリキュラムでは、科目承認校であっても、外部の医療機関にて臨地実習を受

講することが必須で負担が大きく、臨床検査の重要性を認識しつつもほとんどの薬学部が撤退した。

しかしながら、本学薬学部は、静岡県内において臨床検査技師を養成できる２機関のうちの一つであ

り、静岡市周辺では唯一であることから、今後も承認校の資格を維持し、持続可能な地域社会への貢

献を目指すこととし、多大な県の協力を得て、新カリキュラムを実施している。令和 7 年度の成果を

以下に示す。 

１）臨地実習の開始（新カリキュラム対象） 

静岡県内の医療機関の検査室にて､昨年度 OSCE(学習達成評価試験)に合格した薬学部薬科学科 4 年生

10 名が 2025 年 3 月 3 日(月)から 2025 年度にかけて、臨地実習を受講し、国家試験受験資格を得た。 

実習先リスト 

静岡県立総合病院 3 名、静岡済生会病院 2 名、静岡市立清水病院 2 名、静岡厚生病院 1 名、 

藤枝市立総合病院 1 名、島田市立総合医療センター 1 名、以上 10 名。 

 

2）臨床検査技師国家試験合格者７名（全国薬学部２位※） 

 令和 7 年度第 72 回国家試験合格者は 7 名（合格率 46.7％、新卒合格率 58.3％）であった。昨年度

の７名に続き、過去 10 年の合格者は 0 名から 4 名で推移していたことを踏まえると、著しい伸びで

あり、昨今の取組により高水準の継続が期待される結果であった。 

※１位は１３名の北里大学薬学部。 

 


